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１．地震活動に関する資料 
 
４頁 2006年６月の活動 
   想定震源域及びその周辺で発生したM≧3.0の地震は、 
                 10日 駿河湾         深さ 24km M3.1 
                 16日 伊豆半島東方沖     深さ  7km M3.0 
                 21日 新島・神津島近海   深さ 13km M3.0 
                 29日 静岡県西部      深さ 20km M3.2 
                 30日 静岡県西部      深さ 20km M3.1 
 
      南関東におけるM≧3.5の地震は、 
                  9日 千葉県東方沖      深さ 48km M4.2 
                  9日 茨城県沖        深さ 47km M4.0 
                  9日 鹿島灘         深さ 53km M3.6 
                 14日 茨城県南部       深さ 45km M3.6 
                 15日 茨城県北部       深さ 55km M3.8 
                 17日 茨城県沖        深さ 47km M3.8 
                 20日 千葉県北西部    深さ 66km M4.6 
                 27日 千葉県北西部    深さ 69km M4.0 
                 29日 千葉県北西部    深さ 67km M3.7 
 
      その他の地域で目立った地震は、 
                  3日 福井県嶺南地方     深さ  7km M4.1 
                 16日 房総半島南東沖     深さ 55km M4.6 
                 16日 房総半島南東沖     深さ 54km M4.6 
                 24日 紀伊半島沖       深さ 28km M4.0 
 
         ６月６日から伊豆大島近海で小規模な地震活動が始まったが、６月半ばには

落ち着いた。 
         ６月 18日に静岡県中部の深さ 25kmでM2.7の地震が発生した。フィリピン

海プレートと陸のプレートの境界付近で発生したと考えられる。また、６月 29
日に静岡県西部の深さ 31kmでM2.6の地震が発生した。フィリピン海プレート
内で発生したと考えられる。 

2004年 9月 5日の東海道沖の地震（M7.4）のM4以上の余震は発生しなかっ
た。 

 
５頁 2006 年７月の活動（1日～27 日） 

   想定震源域及びその周辺で発生したM≧3.0の地震は、 
                  9日 新島・神津島近海   深さ 11km M4.8 
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                  9日 新島・神津島近海   深さ  6km M3.0 
                 16日 愛知県西部       深さ 35km M4.0 
                 16日 山梨県東部      深さ 20km M3.3 
                 27日 東海道沖       深さ 50km M3.2 
 
      南関東におけるM≧3.5の地震は、 
                  6日 茨城県南部       深さ 50km M4.0 
                  9日 東京湾         深さ 24km M4.2 
                 19日 茨城県北部       深さ 63km M3.5 
 
      その他の地域で目立った地震は、なかった。 
 

   2004年 9月 5日の東海道沖の地震（M7.4）の M4以上の余震は発生しなか
った。 

 
６頁 東海地域の地震活動指数 

固着域：地殻内の中期が高い(8)他は、ほぼ平常(3～6)。 
愛知県：フィリピン海プレート内中期はやや低い(1)が、短期は回復してほぼ平常(5)。

地殻内の短期・中期はともに平常(4)。 
          浜名湖：西側では短期・中期ともにやや低め(2)。東側では短期・中期ともにやや低

い (2～1)。 
駿河湾：短期・中期ともにほぼ平常 (5～4)。 
 

７～９頁 固着域 
（1997/01/01～2006/07/26） 
［地殻内］ 

M1.1 以上の地震活動（クラスタ除去、地震回数積算図の傾き）を見ると、2005
年後半ごろから地震活動がやや活発な様子が見える。 

M2.0以上で見ても同様に、2005年ごろから地震活動がやや活発。 
（1987/09/01～2006/07/26） 
［長期、地殻内・フィリピン海プレート内］ 

M3.0以上の地震活動（地震回数積算図の傾き）を見ると、地殻内では 2000年ご
ろから、フィリピン海プレート内では 2003年後半ごろから地震活動が低調である。
地殻内は 2006年６月終わりにM3.2とM3.1の地震が発生し、回復傾向。 

固着域周辺（地殻内）の地震活動推移 

固着域では、長期的スロースリップ中は地震活動が比較的静穏であったが、スロ

ースリップが停滞して以降はやや活発な状況になっている。 
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10 頁 浜名湖（1995/01/01～2006/07/26 M≧1.1：フィリピン海プレート内） 

［東側］ 2000 年後半から浜名湖北岸にあるクラスタの活動が低下し、東側全体の活
動レベルが低下した状態が継続している。最近では 2003年 6月 5日 M3.9、
2004年 5月 6日M2.8が目立つ。 

［西側］ 特段の変化なし。 
 

 
 
 
 



7  日     0  k  m        M  2  .  6  

2  9  日     3  1  k  m        M  2  .  6  

1  8  日     2  5  k  m        M  2  .  7  

1  6  日     7  k  m        M  3  .  0  

2  1  日     1  3  k  m        M  3  .  0  

3  0  日     2  0  k  m        M  3  .  1  

1  0  日     2  4  k  m        M  3  .  1  

2  9  日     2  0  k  m        M  3  .  2  

2  8  日     9  k  m        M  3  .  3  

1  9  日     3  7  k  m        M  3  .  6  

1  4  日     4  5  k  m        M  3  .  6  

9  日     5  3  k  m        M  3  .  6  

2  9  日     6  7  k  m        M  3  .  7  

1  7  日     4  7  k  m        M  3  .  8  

1  5  日     5  5  k  m        M  3  .  8  

1  5  日     9  0  k  m        M  3  .  8  

2  4  日     9  k  m        M  3  .  9  

9  日     4  7  k  m        M  4  .  0  

2  4  日     2  8  k  m        M  4  .  0  

2  7  日     6  9  k  m        M  4  .  0  

3  日     7  k  m        M  4  .  1  

9  日     4  8  k  m        M  4  .  2  

1  6  日     5  4  k  m        M  4  .  6  

1  6  日     5  5  k  m        M  4  .  6  

2  0  日     6  6  k  m        M  4  .  6  

気  象  庁  作  成  �  

東  海  ・  南  関  東  地  域  の  地  震  活  動  　  2  0  0  6  年  6  月  �  
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9  日     6  k  m        M  3  .  0  

2  7  日     5  0  k  m        M  3  .  2  

1  6  日     2  0  k  m        M  3  .  3  
1  9  日     6  3  k  m        M  3  .  5  

2  6  日     6  7  k  m        M  3  .  5  

1  1  日     4  9  k  m        M  3  .  6  

5  日     4  4  k  m        M  3  .  6  

1  0  日     4  5  k  m        M  3  .  9  

6  日     5  0  k  m        M  4  .  0  

1  6  日     3  5  k  m        M  4  .  0  

9  日     2  4  k  m        M  4  .  2  

9  日     1  1  k  m        M  4  .  8  

気  象  庁  作  成  �  

東  海  ・  南  関  東  地  域  の  地  震  活  動  　  2  0  0  6  年  7  月  (  1  日  ～  2  7  日  )  �  
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地殻内は2006年６月終わりにM3.2とM3.1の地震が発生し、回復傾向。
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気象庁作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

固着域周辺（地殻内）の地震活動推移（M1.1 以上） 

長期的スロースリップ停滞後の地震活動度と震央分布図（M1.1 以上、地殻内のみ） 

[四角形は固着域を表す]

長期的スロースリップ進行中の地震活動度と震央分布図（M1.1 以上、地殻内のみ） 

[四角形は固着域を表す]

ZMAPを使用（Wiemer and Wyss, B.S.S.A., 84, 900-916, 1994.） 

固着域では、長期的スロースリップ中は M1.1 以上の地震活動が比較的静穏であったが、スロース

リップが停滞して以降はやや活発な状況になっている。 

（対象期間 05 年 7月 1日～06 年 6 月 30 日、 

基準期間 97 年 1月 1日～06 年 7 月 23 日、クラスタ除去） 

（対象期間 01 年 1月 1日～04 年 6 月 30 日、 

基準期間 97 年 1月 1日～06 年 7 月 23 日、クラスタ除去） 
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レベルが低下した状態が継続している。
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